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1．　背　　　　　景
　団体「教育用電子カルテ共同利用協議会」では，加盟各校での授業で電子カルテおよび電子教
材としての模擬患者診療記録（以下「模擬カルテ」と表記）を共同で利用している。
　模擬カルテは，文部科学省の「大学教育充実のための戦略的大学支援プログラム」のひとつと
して採択された「コメディカル養成のための教育用電子カルテシステムおよびデータベースの構
築と実践」において開発された電子教材が原型となっている。
　加盟各校が利用している模擬カルテのデータベースには，₂₀₁₃年 ₆ 月末時点で₃₆₈件のレコー
ドが蓄積されている。レコード群に対してタグ付けを行った結果は言語資源協会から提供されて
いるものの，各レコード上における医療用語の出現傾向を詳述した先行研究₁–₁₁︶ は，NTCIR-₁₀ 
医療言語処理（MedNLP）にほぼ限定されており決して多くない。
2．　目　　　　　的
　そこで加盟各校の科目担当者にとってより良い授業を実施するための一助を提供すべく，我々
は模擬カルテのテキスト内において出現する単語の種類や出現頻度の概要を把握する。
　また模擬カルテに含まれる語彙の豊富さを測定すべく，出現頻度の少ない単語群にどのような
ものがあり，かつ何回出現するか等を観測することで，模擬カルテに含まれる語彙の豊富さを測
定でき，教材としての模擬カルテの質を示す指標を知ることができる。
3．　方　　　　　法
　なお模擬カルテからテキスト部分を抜粋したデータ（GSK₂₀₁₂-D）が言語資源協会（略称 
GSK）から提供されている。
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　当該データは注意書きである README₀₂₀₆.txt を除くと，実質的に次の ₂ つのテキストデー
タから構成されている。ひとつは，タグが付与されていないプレーンテキスト EHR_₀₁₃₁.txt で
ある。もうひとつは，<a>（age：年齢）や <c>（complaint：症状名・疾患名）などの文節タグが，
文節を越えない範囲で付与されている EHR_₀₃₂₇.xml である。
　著者はここでは前者を Windows 版の形態素解析器「茶筌」（chasen-₂.₃.₃）にかけ，単語の品
詞や出現回数を調査した。
4．　結　　　　　果
　当該データを₉₈,₂₀₀個の形態素に分割できた。その中から品詞が「名詞 -」で始まる₂₉種類の
形態素を₃₇,₁₈₀個抽出でき，異なり語数は₃,₇₀₅種類であった。頻出順でみると，数字語句の「 ₁ 」
が₅₈₈回，「 ₂ 」が₄₄₀回であった。これら ₂ つの数字語句に次ぐ頻出語は「時」（₃₂₂回），「日」
（₂₇₂回），「入院」（₂₆₂回），「検査」（₂₅₄回），「性」（₂₄₄回）であった。これに対し出現回数が最
も少ない出現回数 ₁ 回の語句には「喀痰」「疝痛」「蕁麻疹」「齲歯」「癒合」「敗血症」「播種」「膿
疱」等があった。
　なお茶筌による解析作業とは別に，ExcelでデータEHR_₀₁₃₁.txtを読み込み，排液管を指す「ド
レーン」で検索したところ₈₅回の出現を確認できた。しかしながら今回利用した茶筌による解析
では「ドレーン」の出現回数は ₀ 回であり，「ド」が₉₃回，「レーン」が₈₅回含まれていた。
5．　考　　　　　察
　まず形態素解析の正確さについて考察する。今回利用した茶筌には，配布されたままの原型辞
書データ内に医療の専門用語すべてが完全収録されていないゆえ，形態素解析の結果は完全正確
ではない。ひとつの手段として「ドレーン」を含むいくつかの専門用語を辞書に手動で追加し，
可能な限り形態素への分割が正しくなるようにして再度解析を試みる必要があるとも考えられる。
　ただし，確かに専門用語を辞書登録すれば正しく形態素解析を行えるようにはなる。しかし専
門用語自体が時代の進展と共に新規に続々と発生していくので，それに追随して形態素解析の辞
書を更新し続けるのは現実的には厳しい。そのために専門用語の自動抽出という研究分野が存在
するほどである。よって本格的な専門用語抽出とまではゆかなくとも未知語の名詞が連続して出
現する場合は複合名詞として単一の用語とみなす等の処理を試行したり，MeCab 等の他の形態
素解析ツールも用いる余地がある。
　次に EHR_₀₁₃₁.txt に含まれる語彙の多様性について考察すると，当初に危惧されていたよう
な偏りや単純性は決して無かった。「蕁麻疹」（じんましん）のような比較的なじみのある単語を
含むと同時に，高校卒業後に医療系の学科で初めて目にする傾向のある「喀痰」「疝痛」「齲歯」
「癒合」「播種」「膿疱」といった単語を含んでいた。よって一定の水準で語彙の多様性は確保さ
れていることといって良さそうである。
　付記：本稿の執筆に当たり言語資源協会から供与されたデータ「GSK₂₀₁₂-D」を用いた。また模擬患者診
療記録のデータベースへアクセスするに当たり「教育用電子カルテ共同利用協議会」と本学関係者との間で
事前に契約を交わした。
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Summary
In member schools of the organization JUCEE (The Joint Use Conference for Electronic Health 
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Care Education), simulated medical records are being used as teaching materials in class.
There are 368 records in the database of simulated medical records (in 2013 at the end of 
June).
Indeed the tagged text data for the part of 368 records has been provided by GSK, but few pre-
vious studies have mentioned the tendency of the medical terms that appears in the records.
The data GSK2012-D includes the text data EHR_0131.txt that is an excerpt from the text of 
simulated medical records.
We used morphological analyzer ＂ChaSen＂ in order to analyze the text data EHR_0131.txt, and 
we report the result.
Key words: Educational Medical Record System, Natural Language Processing, Simulated 
Medical Record
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